
ディボーション質問表 21 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。  １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  22 日（月）マタイの福音書 1：1～17 「イエス・キリストの系図」 1．この系図に出てくる 4 人の女性はどのような女性でしょうか？ そのような女性たちがどうして救い主の系図に名前が記されているのでしょう。 彼女たちに注がれていた天の父の心が私たちにも注がれている事を思い巡らしましょう。  ２．イエス様の系図を注意深く観察すると、天の父の品性とご計画についてどのようなことが分かりますか？  
 23 日（火）マタイの福音書 1：18～21 「信仰の勇者ヨセフ」 1．この時ヨセフは何を体験しましたか？ その中で彼は何をしようと決めていましたか？ この時の彼の気持ちはどうだったでしょう？ それらから彼の信仰や性格を見出してみましょう。  ２．天の父はヨセフに、マリヤのお腹にいる子どもについてどのような意外な事実を示されましたか？ それを聞いたヨセフはどんなふうに思ったでしょうか？  24 日（水）ルカの福音書 2：1～7 「余地がなかった」 １．救い主はどこの町で生まれましたか？ 何故そこで生まれたのでしょうか？ その為に天の父がした事とはどんな事でしょうか？  そのような天の父をどう思いますか？  ２．誕生の時にいる場所がなかったイエス様は、公生涯においても「人の子には枕するところもない」といわれるような生活を送られました。 その生涯を思い巡らしましょう。  25 日（木）ルカの福音書 2：8～20 「飼い葉おけのしるし」 １．飼い葉おけにイエス様を生まれさせた天の父の心は、どんな気持ちだったでしょうか？ 思い巡らしてみましょう。  ２．救い主の誕生を最初に知らされたのは、羊飼いたちでした。 何故、天の父は彼らに最初に知らせたのでしょう。 またその知らせの内容はどのようなものですか？ 彼らはどうして救い主を見に行こうと思ったのでしょう。  26 日（金）マタイの福音書 2：1～11 「飼い葉おけに至る二つの道」 １．羊飼いたちには天使を通して、 博士たちには星を通して、救い主の誕生を知らせた天の父のやり方をどう思いますか？  ２．博士たちの話を聞いた人 （々ヘロデ王、エルサレムの人々、祭司長、学者）の反応はどうでしたか？ 彼らの姿から何を学ぶ事が出来るでしょうか？  ３．長旅の危険や時間など様々な犠牲を払ってまで、救い主を拝みに行った博士たちを動かしていたものは何だったのでしょう。  27 日（土）ルカの福音書 2：21～38「今こそ、み言葉のとおりに」 １．この時、ヨセフとマリヤと幼子イエス様は、ベツレヘムから何処に来ているでしょうか？ その距離はどの位でしょう。 地図で調べてみましょう。 彼らは何の為に、ここまで来たのでしょうか？  ２．シメオンとアンナはどんな人たちだったでしょう？ 彼らの信仰から、何を学ぶことが出来るでしょうか？ 


